危険物タンクの津波被害シミュレーション結果について
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大阪北港コメント津波浸水深は最大大阪北港は、容量が小さいと、タンク自重が小さく、油高が高い場合でも移動し、流出量も大きくなるまた、引火性の高い、第高い対策堺泉北（堺２、３区）コメント津波浸水深は最大堺泉北（堺２、３区）は、ないタンク総基数が多くないため、流出量も高くない

１　タンク規模別の移動タンク数と最大流出量
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２　石油類別の最大流出量

○ 第1石油類：引火点21℃未満の引火性液体（ガソリン、ベンゼン、トルエン、アセトンなど）
○ 第２石油類：引火点21℃以上 70℃未満の液体（灯油、軽油、キシレンなど）
○ 第３・４石油類：重油、潤滑油など引火点が高く、加熱しない限り引火する危険性は少ない
※1　各事業所で定める自主管理油高の上限・下限及びこれらの中間値の３ケースで移動（滑動・浮き上がり）の有無を算出。


※2　タンクが移動し始める時点（安全率＝１）の貯蔵量を最大流出量として算出。








